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を指摘した。また、1997 年から 1999 年にかけ、６回にわたり開催された「朝鮮半島平和のための４者会談」につい
て検討している。 
 第五章、「米朝の相互脅威削減による平和体制」は、核拡散と核放棄の諸事例を分析することで、北朝鮮問題の解
決には、「ペリー報告書」が主張した相互脅威削減の原則に基づき、核の放棄と安全保障の提供を対等に推進する必
要があることを強調した。 
 結論の終章では、北朝鮮に核の先行放棄を要求する一方的な制圧政策ではなく、相互脅威削減の原則に基づき核放
棄と安全保障の提供を対等に推進するで、北朝鮮核問題の解決が可能だ、と結論している。また、朝鮮半島における
停戦体制から平和体制への移行も、非核化と正常化（平和協定締結と米朝・日朝の修交）を同時に、あるいは順次的
に推進することで達成される、と主張する。さらに、本論文は、単に北朝鮮の核放棄のみに政策目標を限定すると、
履行の順序をめぐる深刻な対立に陥ることから、朝鮮半島の正常化を念頭に置いた相互脅威削減と同時行動の原則を
提唱した。 
 北朝鮮側の資料の制約、その他の参考文献がまだ少ないという指摘があり、その他の課題が残っているが、審査委
員会は一致して提出された論文は博士（国際公共政策）の学位を授与するに値すると認定した。 
